日本史プリント　昭和時代２（解答編）
●軍部の台頭

①満州事変、五・一五事件、二・二六事件が起こると、日本はすっかり、政党に変わって軍部が政治を動かすようになりました。このことを、（軍国）主義といいます。

②（軍国）主義の反対である社会主義の考えは厳しく取りしまられ、日本・ドイツ・イタリアの３国で協力して社会主義を取りしまるための（三国防共協定）が結ばれました。

③このような状況の中で、（治安維持）法によって、社会主義者だけでなく、少しでも戦争に反対する人も、ようしゃなく逮捕されました。

●日中戦争

④そして、1937年、日本は満州だけでなく、そのまわりの中国も支配しようとし、盧溝橋事件をきっかけに、（日中戦争）が始まりました。

⑤この戦争では、（南京）や上海で、戦争に関係のない多くの人まで殺されました。

⑥この戦争では、アメリカやイギリスが中国の援助を行ったため、（すぐに決着がついた・非常に長期化した）。

●戦時体制

⑦（日中）戦争が非常に長びいたため、色々な物資が不足してきました。そこで政府は、必要な物資や人を自由に調達してよいとした（国家総動員）法を制定しました。

⑧1940年には、すべての政党が解散させられ、軍部の言うことにただ賛成をするだけの（大政翼賛会）という政党が作られました。

⑨また、労働組合も解散させられ、戦争に協力するための（大日本産業報国会）という組織に変えられました。

⑩また、物資が不足してきたため、国民の生活物資は（配給）制により分配されることになりました。

⑪また、江戸時代の五人組のような、（隣組）を作らせ、回覧板をまわしたり、配給を行う単位にしました。

●第二次世界大戦

⑫第一次世界大戦で負けた（ドイツ）は、ほとんど軍隊を持つことを禁止されていたのですが、1939年、軍隊を整えて（ポーランド）に侵攻しました。これがきっかけとなり、（第二次世界大戦）が始まりました。

⑬日本は、ドイツ・イタリアと（（日独伊）三国同盟）を結び、たがいに助け合うことを約束しました。

⑭資源がつきてきた日本は、まず北のソ連と（日ソ中立）条約を結んで北の安全を確保し、南方の（インドシナ）半島に軍隊を進めて資源を手に入れようとしました。

⑮日本のこの動きに対し、アメリカ・イギリス・中国・オランダは、（ＡＢＣＤ包囲陣）を作って（石油）の輸出を禁止するなど、経済的な制裁を加えてきました。

⑯この攻撃に対し、アメリカとの戦争に反対する（近衛文麿）内閣は総辞職し、代わって、陸軍大臣であった（東条英機）が内閣を作り、アメリカとの戦争に備えました。

⑰こうして結局、第二次世界大戦は、

【（日本）・（ドイツ）・（イタリア）】対【連合軍】（アメリカ・イギリス・フランス・中国など）

という構図になりました。







